
地方公務員 安全と健康 フォーラム 2020.10 10

最
新
知
見
に
基
づ
く
室
内
の
飛
沫
感
染
対
策

報
告通

常
の
飛
沫
に
は「
マ
ス
ク
着
用
」

エ
ア
ロ
ゾ
ル
に
は「
換
気
」で
対
応
を

「
富
岳
」に
よ
る
高
精
度
・
大
規
模
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら	

編
集
部

　
理
化
学
研
究
所
は
文
部
科
学
省
と
連
携
し
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ「
富
岳
」の
計
算
資
源

を
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
資
す
る
５
つ
の
研
究
課
題
に
供
出
し
て
い
る
。「
富
岳
」は
、

来
年
の
共
用
開
始
に
向
け
開
発
・
整
備
中
だ
が
、
今
般
の
国
難
と
も
い
え
る
状
況
を
踏
ま
え
、

い
ち
早
く
成
果
を
出
す
こ
と
を
め
ざ
し
て
の
取
り
組
み
だ
。

　
本
稿
で
は
、
５
つ
の
研
究
課
題
の
う
ち
、「
室
内
環
境
に
お
け
る
ウ
イ
ル
ス
飛
沫
感
染
の
予
測

と
そ
の
対
策
」の
最
新
知
見
の
一
部
を
報
告
す
る
。
職
場
に
お
け
る
対
策
の
一
助
と
し
て
ほ
し
い
。

の
飛
散
経
路
に
関
す
る
、
高
精
度
か
つ
大

規
模
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。
め
ざ
す
の
は
、
感
染
リ
ス

ク
の
定
量
的
評
価
と
、
空
調
の
効
果
的
運

転
条
件
や
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
配
置
の
仕
方

な
ど
感
染
リ
ス
ク
低
減
策
を
、
具
体
的
か

つ
定
量
的
に
示
す
こ
と
で
あ
る
。

　

理
研
計
算
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー 
チ
ー

ム
リ
ー
ダ
ー
で
神
戸
大
学
大
学
院
シ
ス
テ

ム
情
報
学
研
究
科
の
坪
倉
誠
教
授
ら
は
、

６
月
と
８
月
に
、
最
新
の
研
究
成
果
を
メ

デ
ィ
ア
に
公
表
す
る
「
記
者
勉
強
会
」
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。
そ
の
内
容
か

ら
本
稿
で
は
、
マ
ス
ク
の
性
能
評
価
と
オ

フ
ィ
ス
に
お
け
る
エ
ア
ロ
ゾ
ル
対
策
を
取

り
上
げ
る
。

布
マ
ス
ク
で
も
飛
沫
飛
散
を	

抑
え
る
効
果
は
十
分
に
あ
る

　
マ
ス
ク
の
効
果
に
つ
い
て
坪
倉
教
授
ら

の
チ
ー
ム
は
、
飛
沫
飛
散
抑
制
（
飛
沫
の

飛
散
を
抑
え
る
）
効
果
と
気
流
抑
制
（
飛

沫
が
気
流
に
乗
り
遠
く
ま
で
飛
散
す
る
の

を
防
ぐ
）
効
果
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
６

月
に
発
表
し
て
い
る
。
８
月
に
は
新
た
に
、

マ
ス
ク
の
素
材
に
よ
る
飛
沫
飛
散
抑
制
効

果
の
違
い
に
関
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

結
果
を
公
表
し
た
。

　
比
較
し
た
の
は
、
市
販
の
不
織
布
マ
ス

ク
と
手
作
り
布
マ
ス
ク
２
種
の
計
３
種
。

布
マ
ス
ク
２
種
は
、
シ
ー
ツ
を
素
材
と
し

た
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
相
当
と
、
着
古
し
た
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
素
材
と
し
た
綿
相
当
の
も
の
で
、

前
者
は
手
作
り
と
し
て
は
最
高
性
能
、
後

者
は
最
低
性
能
の
ケ
ー
ス
と
し
て
設
定
し

た
。
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
と
綿
は
１
枚
構
造
で
、

重
ね
て
い
な
い
。

　
マ
ス
ク
の
サ
イ
ズ
は
３
種
と
も
同
一
で
、

マ
ス
ク
と
顔
の
間
に
隙
間
が
あ
る
状
態
を

設
定
し
た
。
マ
ス
ク
は
、
顔
と
密
着
さ
せ

て
着
用
す
る
の
が
理
想
だ
が
、
ほ
と
ん
ど

の
場
合
、
息
苦
し
さ
な
ど
か
ら
隙
間
が
あ

る
状
態
で
着
用
し
て
い
る
と
い
う
現
実
に

即
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
条
件
で
咳
を
し
た
場
合
、
ど

の
く
ら
い
の
飛
沫
が
、
ど
の
よ
う
に
飛
散

す
る
の
か
を
見
た
の
が
図
１
だ
。

　

フ
ィ
ル
タ
を
透
過
す
る
飛
沫
数
（
青

色
）
が
最
少
で
、
フ
ィ
ル
タ
に
捕
集
さ
れ

た
結
果
、
マ
ス
ク
・
顔
に
付
着
す
る
飛
沫

数
（
赤
色
）
が
最
多
、
つ
ま
り
、
も
っ
と

も
高
い
飛
沫
飛
散
抑
制
効
果
を
示
し
た
の

は
、
不
織
布
マ
ス
ク
で
あ
る
。

　
た
だ
、
飛
沫
の
粒
径
別
の
マ
ス
ク
透
過

率
を
見
る
と
、
不
織
布
マ
ス
ク
は
50
㎛
よ

り
大
き
な
飛
沫
は
ほ
ぼ
全
数
捕
集
す
る
も

の
の
、
隙
間
か
ら
放
出
さ
れ
る
エ
ア
ロ
ゾ

ル
（
緑
色
）
は
多
い
。
不
織
布
は
、
フ
ィ

ル
タ
の
目
が
密
で
空
気
を
通
し
に
く
い
た

め
多
く
の
飛
沫
を
捕
集
す
る
が
、
そ
れ
ゆ

え
、
逃
げ
場
を
失
っ
た
エ
ア
ロ
ゾ
ル
の
多

く
が
、
隙
間
か
ら
放
出
さ
れ
て
し
ま
う
。

　
一
方
、
布
マ
ス
ク
は
目
が
粗
く
空
気
が

通
り
や
す
い
た
め
、
フ
ィ
ル
タ
を
透
過
す

る
飛
沫
は
多
く
な
っ
て
し
ま
う
が
、
そ
の

分
、
隙
間
か
ら
放
出
さ
れ
る
エ
ア
ロ
ゾ
ル

は
、
不
織
布
マ
ス
ク
よ
り
少
な
い
。
ト
ー

タ
ル
で
見
る
と
、
特
に
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
相

当
の
布
マ
ス
ク
は
、
不
織
布
マ
ス
ク
と
ほ

ぼ
同
等
の
飛
沫
の
捕
集
・
飛
散
抑
制
効
果

が
あ
る
こ
と
が
、
図
１
か
ら
わ
か
る
。

　
飛
沫
の
数
で
は
な
く
体
積
比
で
見
て
も
、

不
織
布
マ
ス
ク
と
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
相
当
布

マ
ス
ク
は
、
ど
ち
ら
も
数
十
㎛
以
下
の
比

較
的
小
さ
な
飛
沫
に
対
し
て
も
８
割
程
度

を
捕
集
し
、
や
は
り
同
等
の
性
能
を
示
す
。

感
染
リ
ス
ク
の
定
量
的
評
価
と	

具
体
的
対
策
を
示
す

 

「
室
内
環
境
に
お
け
る
ウ
イ
ル
ス
飛
沫

感
染
の
予
測
と
そ
の
対
策
」
は
、
理
化
学

研
究
所
（
理
研
）
の
ほ
か
、
神
戸
大
学
、

大
阪
大
学
、
京
都
工
芸
繊
維
大
学
、
豊
橋

技
術
科
学
大
学
、
九
州
大
学
、
東
京
工
業

大
学
と
大
王
製
紙
、
鹿
島
建
設
、
ダ
イ
キ

ン
工
業
な
ど
産
学
共
同
の
チ
ー
ム
で
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　
理
研
が
開
発
し
た
超
大
規
模
熱
流
体
解

析
ソ
フ
ト
・
Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
を
使
用
、
従
来
の

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
は
処
理
に
膨

大
な
時
間
が
か
か
る
飛
沫
、
お
よ
び
ご
く

微
小
な
飛
沫
（
以
下
、
エ
ア
ロ
ア
ゾ
ル
）
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坪
倉
教
授
に
よ
れ
ば
、
体
積
の
大
き
な
飛

沫
ほ
ど
含
ん
で
い
る
ウ
イ
ル
ス
量
が
多
い

（
逆
に
、
エ
ア
ロ
ゾ
ル
に
含
ま
れ
る
ウ
イ

ル
ス
量
は
少
な
い
）
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

飛
沫
数
よ
り
体
積
比
の
ほ
う
が
、
付
着･

透
過･
放
出
さ
れ
る
ウ
イ
ル
ス
量
を
、
よ

り
正
確
に
反
映
し
て
い
る
と
い
う
。

気
候
や
体
調
に
応
じ
た	

マ
ス
ク
の
使
い
分
け
を

　
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
全
体
的
に
飛

沫
飛
散
抑
制
効
果
が
高
い
の
は
不
織
布
マ

ス
ク
だ
が
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
相
当
の
布
マ

ス
ク
に
も
、
十
分
な
飛
散
抑
制
効
果
が
あ

る
。
綿
相
当
の
布
マ
ス
ク
も
、
大
き
な
飛

沫
に
限
れ
ば
、
か
な
り
の
割
合
を
捕
集
し

て
お
り
、
飛
散
抑
制
効
果
は
決
し
て
低
く

は
な
い
。

　

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
坪
倉
教
授
は
、

「
気
候
や
体
調
な
ど
に
応
じ
、
性
能
優
先

で
不
織
布
マ
ス
ク
に
す
る
か
、
呼
吸
の
し

や
す
さ
を
優
先
さ
せ
て
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
や

綿
の
布
マ
ス
ク
に
す
る
か
、
使
い
分
け
る

と
良
い
」
と
す
る
。

　
そ
し
て
、
「
最
悪
の
選
択
は
、
マ
ス
ク

を
着
用
し
な
か
っ
た
り
、
外
し
て
し
ま
っ

た
り
す
る
こ
と
」
と
述
べ
、
で
き
る
だ
け

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
で
、
感
染
（
さ

せ
る
）
リ
ス
ク
の
低
減
に
努
め
て
ほ
し
い

と
訴
え
た
。

図１　マスクの素材による飛沫飛散抑制効果の違い

◆空気を通しにくいた
め、マスクを透過する
粒子は少なく、捕集
される粒子は多い

◆特に、粒径50μm以
上の大きな粒子は、
ほぼ全数捕集される

◆隙間から放出される
飛沫、特にエアロゾ
ルは、布マスク2種よ
り多い

◆空気を通しやすいた
め、マスクを透過する
粒子は多く、捕集され
る粒子は少ない

◆隙間から放出される
飛沫、特にエアロゾ
ルは、不織布マスクよ
り少ない

◆粒子の体積比で見る
と、ポリエステル相当
の布マスクは、不織
布マスクと同じく全
体の8割程度の飛沫
を捕集する

0.3 0.5 1.0 2.0 5.0 10.0 20.0 50.0 100.0 large
0

20

40

60

80

100

→粒径（μm）

（%）

粒径別のマスク透過率

粒
子
数
比
率

マスク・顔付着 隙間から放出マスク透過

0.3 0.5 1.0 2.0 5.0 10.0 20.0 50.0 100.0 large
0

20

40

60

80

100

→粒径（μm）

（%）

粒径別のマスク透過率

粒
子
数
比
率

→粒径（μm）
0.3 0.5 1.0 2.0 5.0 10.0 20.0 50.0 100.0 large

0

20

40

60

80

100
（%）

粒径別のマスク透過率

粒
子
数
比
率

提供：理研・豊橋技科大・神戸大, 協力：京都工繊大・大王製紙
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ク
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飛
沫
侵
入
を
防
ぐ
効
果
も	

確
認
さ
れ
た
不
織
布
マ
ス
ク

　
次
に
紹
介
す
る
の
は
、
マ
ス
ク
の
「
被

感
染
防
御
効
果
」
、
つ
ま
り
人
か
ら
飛
沫

を
受
け
な
い
、
自
分
を
守
る
効
果
に
つ
い

て
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
図
２

は
、
人
の
上
気
道
モ
デ
ル
を
用
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
大
き
さ
の
飛
沫
を
顔
の
周
囲
に

均
等
に
配
置
、
深
呼
吸
６
秒
後
に
付
着
し

た
飛
沫
の
分
布
を
見
た
も
の
だ
。

　
マ
ス
ク
無
し
で
は
、
吸
引
す
る
飛
沫
の

う
ち
50
㎛
以
上
の
大
き
な
飛
沫
（
赤
色
、

緑
色
）
の
ほ
と
ん
ど
は
顔
の
表
面
や
鼻
腔
、

口
腔
に
付
着
す
る
が
、
エ
ア
ロ
ゾ
ル
は
気

道
に
入
り
、
20
㎛
以
下
の
飛
沫
（
青
色
）

は
、
上
気
道
奥
ま
で
到
達
す
る
。

　
不
織
布
マ
ス
ク
を
隙
間
が
あ
る
状
態
で

着
用
す
る
と
、
上
気
道
ま
で
浸
入
す
る
飛

沫
数
は
マ
ス
ク
無
し
の
３
分
の
１
と
な
り
、

大
き
な
飛
沫
の
侵
入
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
効

果
は
高
い
。
た
だ
、
隙
間
か
ら
侵
入
す
る

20
㎛
以
下
の
エ
ア
ロ
ゾ
ル
は
、
マ
ス
ク
無

し
と
同
様
、
上
気
道
奥
に
ま
で
達
す
る
。

エ
ア
ロ
ゾ
ル
は
そ
の
小
さ
さ
ゆ
え
、
さ
ら

に
下
気
道
、
そ
し
て
肺
に
ま
で
達
し
て
し

ま
う
。

　
一
方
、
不
織
布
マ
ス
ク
を
密
着
さ
せ
て

着
用
し
た
場
合
は
、
エ
ア
ロ
ゾ
ル
は
隙
間

か
ら
も
侵
入
せ
ず
、
大
き
な
飛
沫
と
合
わ

せ
、
ほ
ぼ
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
。
マ
ス
ク
の
主

な
効
果
は
飛
沫
飛
散
抑
制
効
果
で
あ
り
、

被
感
染
防
御
効
果
は
医
療
用
の
Ｎ
95
マ
ス

ク
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
期
待
で
き
な
い
と

い
う
、
こ
れ
ま
で
の
通
説
を
覆
す
結
果
と

い
え
る
。

エ
ア
ロ
ゾ
ル
対
策	

キ
ー
ワ
ー
ド
は「
換
気
」

　
た
だ
、
マ
ス
ク
に
隙
間
が
あ
る
状
態
で

は
エ
ア
ロ
ゾ
ル
の
侵
入
を
防
ぐ
こ
と
は
難

し
い
。
で
は
、
エ
ア
ロ
ゾ
ル
に
は
ど
う
対

応
す
れ
ば
良
い
の
か
。
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て
坪
倉
教
授
が
挙
げ
る
の
が
「
換

気
」
だ
。

　
図
３
は
、
82
・
５
㎥
の
病
室
に
４
つ
の

ベ
ッ
ド
を
配
置
。
換
気
能
力
が
な
い
エ
ア

コ
ン
を
設
置
し
、
新
鮮
空
気
供
給
口
及
び

室
内
空
気
排
出
口
が
設
置
さ
れ
て
い
る
と

い
う
設
定
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

坪
倉
教
授
に
よ
る
と
、
病
室
に
限
定
せ
ず
、

「
小
さ
な
部
屋
」
と
と
ら
え
て
も
差
し
支

え
な
い
と
い
う
。

　
こ
の
部
屋
を
仮
想
的
に
汚
染
空
気
（
エ

ア
ロ
ゾ
ル
）
で
満
た
し
た
後
、
エ
ア
コ
ン

を
Ｏ
Ｎ
に
す
る
と
、
エ
ア
コ
ン
Ｏ
Ｆ
Ｆ
時

に
比
べ
、
よ
り
早
く
部
屋
全
体
の
空
気
が

清
浄
化
さ
れ
る
こ
と
を
、
図
３
は
示
し
て

い
る
。
供
給
口
か
ら
入
る
新
鮮
空
気
の
量

は
エ
ア
コ
ン
Ｏ
Ｎ
／
Ｏ
Ｆ
Ｆ
時
で
変
わ
り

図2　マスクの被感染防御効果　＊モデル図の中の、赤・緑は大きな飛沫、青は小さな飛沫（エアロゾル）を表す

←マスク無し
◦大きな飛沫は鼻腔や口腔に

付着
◦20μmより小さい飛沫は、気

管奥まで到達

←不織布マスク（顔隙間あり）
◦マスク無しに比べ、上気道に

入る飛沫数は3分の１
◦20μmより小さい飛沫に対す

る効果は限定的
↓不織布マスク（顔に密着）
◦ほとんどの飛沫・エアロゾル

は、ブロック

マ
ス
ク
無
し

不
織
布
マ
ス
ク

エアロゾル（青色）が上
気道奥まで到達

隙間から侵入したエアロ
ゾル（青色）が上気道奥
まで到達

大きい飛沫が、主に頬付近
に付着するだけ
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呼吸 6秒後の飛沫付着数

提供：理研・豊橋技科大・神戸大, 協力：京都工繊大・大王製紙

顔に密着
顔隙間あり
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は
な
い
が
、
エ
ア
コ
ン
に
よ
り
空
気
を
循

環
さ
せ
る
だ
け
で
、
エ
ア
ロ
ゾ
ル
の
排
出

が
促
さ
れ
る
の
だ
。

　
エ
ア
ロ
ゾ
ル
は
非
常
に
軽
い
た
め
、
通 

常
の
飛
沫
よ
り
も
長
い
時
間
、
空
気
中
を

漂
い
、
よ
り
広
く
拡
散
し
て
し
ま
う
。
そ

れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
換
気
能
力
が
な
い

エ
ア
コ
ン
で
も
運
転
さ
せ
る
こ
と
、
ま
た

可
能
で
あ
れ
ば
（
空
気
供
給
・
排
出
口
が

な
い
部
屋
で
は
必
ず
）
、
定
期
的
に
窓
を

開
け
て
換
気
す
る
こ
と
が
、
エ
ア
ロ
ゾ
ル

に
よ
る
感
染
リ
ス
ク
を
下
げ
る
こ
と
に
つ

な
が
る
。

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
が
起
こ
す	

「
換
気
ム
ラ
」に
注
意

　
続
い
て
紹
介
す
る
の
は
、
デ
ス
ク
間
の

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
が
、
空
気
の
汚
染
度
に

及
ぼ
す
影
響
を
見
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
あ
る
。
換
気
能
力
が
あ
る
エ
ア
コ
ン
等

や
空
気
供
給
・
排
出
口
も
設
置
さ
れ
て
い

る
オ
フ
ィ
ス
と
い
う
設
定
だ
（
図
４
）
。

　
こ
の
オ
フ
ィ
ス
内
の
空
気
が
一
様
に
汚

れ
た
状
態
か
ら
換
気
を
始
め
る
と
、
全
体

的
な
汚
染
量
は
、
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
有

無
で
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

図4　パーティションの有無による換気ムラ（オフィス）

図3　エアコンON時とOFF時の換気効果の比較

提供：理研・神戸大, 協力：鹿島建設・阪大

提供：理研・神戸大, 協力：鹿島建設・阪大

オフィス（18人、269㎥）を対象にした、飛沫及びエアロゾル感染のリスクを評価
各種法令により、一定基準（20〜30㎥／h／人）を満たした外部空気との換気がなされているオフィスを想定

◦室内の空気が一様に汚れた状態で換気を開始し、710秒後の様子。赤→緑→青の順で空気が清浄
◦室内では局所的に換気の悪い場所ができ、パーティションありの場合は、空気が清浄な場所との差が大きい
◦こういった換気ムラをできるだけ少なくすることが、エアロゾル感染リスクの低減において重要

パーティション（床上160㎝）あり パーティション無し

デスク周辺は、「パーティションあり」のほうが、
「無し」よりも、空気が清浄になっている。

右上と左下は、「パーティションあり」のほうが、
汚れた空気がたまっている。

仮想的に汚染空気で部屋を満たした後に換気を行った場合の比較。床
から160㎝の高さを上から見たもの。

新鮮空気の流入量が同じであっても、エアコンをつけて空気を循環さ
せることで、室内の換気は進む

赤：汚染空気／緑→青の順に清浄　①新鮮空気供給口 ②室内空気排出口

エアコンOFF時 エアコンON時

230秒後

500秒後

●❷

●❷ ●❷

●❷

●❶ ●❶

●❶●❶
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た
だ
、
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
無
し
で
は
均

一
に
空
気
が
き
れ
い
に
な
る
の
に
対
し
、

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
あ
り
で
は
、
デ
ス
ク
周

辺
の
空
気
は
清
浄
化
さ
れ
る
半
面
、
左
下

の
コ
ピ
ー
機
な
ど
が
置
か
れ
る
よ
う
な
エ

リ
ア
、
右
上
の
上
司
が
着
席
す
る
よ
う
な

エ
リ
ア
に
汚
染
が
目
立
つ
。
こ
れ
ら
の
エ

リ
ア
で
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
も
エ
ア

ロ
ゾ
ル
に
よ
る
感
染
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
な
ぜ
、
こ
う
し
た
換
気
ム
ラ
が
起
こ
る

の
か
？　
坪
倉
教
授
は
「
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ

ン
は
、
部
屋
全
体
に
行
き
渡
ろ
う
と
す
る

空
気
の
流
れ
を
妨
げ
て
し
ま
う
た
め
」
と

説
明
。
そ
の
う
え
で
「
汚
染
空
気
が
た
ま

る
エ
リ
ア
に
は
扇
風
機
等
を
設
置
し
、
空

気
が
澱
ま
な
い
よ
う
な
対
策
」
を
勧
め
る
。

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
は	

床
上
１
４
０㎝
が
適
切

　
換
気
ム
ラ
に
は
、
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の

高
さ
も
影
響
す
る
。

　
図
５
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
は
、

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
は
床
上
１
４
０
㎝
以
上

で
な
い
と
正
面
へ
の
リ
ス
ク
低
減
効
果
は

限
定
的
で
あ
る
一
方
、
１
６
０
㎝
以
上
に

し
て
も
、
効
果
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い

と
い
う
結
果
を
得
て
い
る
。
図
４
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
１
６
０
㎝
の
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
だ
が
、
こ
れ
を
１
４
０
㎝
に

下
げ
る
だ
け
で
も
、
換
気
ム
ラ
に
よ
る
局

所
的
な
空
気
の
汚
染
を
抑
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
。

　
坪
倉
教
授
は
、
「
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を

高
く
す
る
ほ
ど
、
特
に
正
面
へ
の
飛
沫
飛

散
抑
制
効
果
は
高
ま
る
が
、
エ
ア
ロ
ゾ
ル

に
よ
る
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
エ
リ
ア
も
で

き
て
し
ま
う
」
と
し
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
る
う
え
で
も
、
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
高

さ
＝
床
上
１
４
０
㎝
を
勧
め
る
。

図5　パーティションの高さによる飛沫飛散への影響

◦パーティションの高さは、床上120㎝では不十分であり、140㎝程度
の高さは必要

◦140㎝と160㎝では、ほとんど効果は変わらない
◦空中に飛散するエアロゾルについては、別の対策が必要となる（本文

参照）

※ 身長170cmの人を想定 提供：理研・神戸大, 協力：鹿島建設・阪大

パーティション：なし

パーティション：床上120㎝
口より少し高い※

正面へのリスク低減効果は限定的

パーティション：床上140㎝
目線の上、頭の高さ※

正面へのリスク：「無し」の1/10

パーティション：床上160㎝
頭が隠れる高さ※

140㎝とほとんど変わらない効果

19.5(Time,sec)

19.5(Time,sec)

19.5(Time,sec)

19.5(Time,sec)

　
最
後
に
、
坪
倉
教
授
が
本
誌
読
者
に
寄

せ
て
く
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
た
い
。

「
記
者
勉
強
会
の
資
料
と
動
画
は
、
理
研

計
算
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
サ
イ
ト

（
※
）
で
も
公
開
さ
れ
て
お
り
、
（
本
稿

で
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
）
教
室
や
多
目
的

ホ
ー
ル
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
地
域
の
病
院

や
介
護
施
設
、
学
校
、
音
楽
ホ
ー
ル
等
で

の
飛
沫
感
染
対
策
に
必
ず
役
立
つ
も
の
と

思
い
ま
す
。
併
せ
て
、
民
間
の
事
業
者
や

地
域
住
民
の
方
々
に
も
、
こ
の
知
見
を
広

く
周
知
し
て
い
た
だ
け
ば
幸
い
で
す
」
。

※ https://www.r-ccs.riken.jp/jp/fugaku/corona/projects/tsubokura.html


